
中
村
文
昭
が
講
演
会
で
出
会
う
ひ
き
こ
り
・
ニ
ー
ト
と

呼
ば
れ
る
競
争
社
会
に
夢
を
も
て
な
い
若
者
達…

農
家
で
聞
い
た
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
む
田
舎
の
現
状…

「
夢
の
な
い
若
者
が
日
本
の
問
題
を
解
決
す
る
為
に
、

北
海
道
で
農
業
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
？
」

周
囲
の
大
反
対
の
中
、
中
村
文
昭
の
旗
の
下

「
耕
せ
に
っ
ぽ
ん
」
と
銘
打
ち
、
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

２
０
０
６
年
よ
り
事
業
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

食
の
安
全
や
食
糧
自
給
率
の
問
題
を
、
こ
れ
ま
た

社
会
問
題
と
言
わ
れ
る
定
職
に
つ
か
な
い
若
者
達
と

解
決
で
き
れ
ば…

世
の
中
の
問
題
が
同
時
に
２
つ
解
決

で
き
る…

本
気
で
日
本
の
問
題
に
挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
は
、
自
動
車
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
の
「
便
利
さ
」

を
輸
出
し
、
そ
の
お
金
で
価
値
の
全
く
異
な
る

食
糧
と
言
う
「
命
」
の
源
を
外
国
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

世
界
経
済
、
温
暖
化
、
資
源
枯
渇…

世
界
規
模
の

不
安
要
素
が
さ
さ
や
か
れ
る
中
、「
耕
せ
・
に
っ
ぽ
ん
」

の
最
終
目
標
は
Ｇ
Ｎ
Ｓ（
国
民
総
安
心
感
）
の
向
上
で
す
。

野
菜
を
食
べ
て
新
米
農
家
を
応
援
し
て
下
さ
る
方
は

　
　
　
　
　
　
　

      

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い

耕
援
隊

耕
し
隊
や
卒
業
生
の
新
米
農
家
が
安
心
し
て
野
菜
を
育
て
れ
る
よ
う
、

耕
援
隊
に
ご
加
入
頂
い
た
方
か
ら
野
菜
が
で
き
る
前
に
応
援
費
を

お
預
か
り
し
、
そ
の
費
用
で
種
や
肥
料
を
購
入
し
野
菜
を
育
て
ま
す
。

収
穫
さ
れ
た
野
菜
や
加
工
品
は
旬
の
季
節
毎
に
ご
自
宅
に
お
届
け
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
お
抱
え
農
家
」
育
成
シ
ス
テ
ム
で
す
。

耕
援
隊
は
３
種
類
か
ら
お
選
び
頂
け
ま
す
、

く 

わ 

隊
員 

年
間
２
回
の
農
産
物
セ
ッ
ト
（
年
間
応
援
費
１
万
円
）

耕
運
機
隊
員 

年
間
４
回
の
農
産
物
セ
ッ
ト
（
年
間
応
援
費
３
万
円
）

ト
ラ
ク
タ

隊
員 

年
間
５
回
の
農
産
物
セ
ッ
ト
（
年
間
応
援
費
５
万
円
）

裏
面
が
申
し
込
み
用
紙
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
食
べ
れ
ば
変
わ
る
日
本
の
未
来
。

減
り
続
け
て
い
る
農
家　

近
年
の
統
計
に
よ
る
と
全
体
の
約
７
割
が　

歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
り
、

そ
の
多
く
が
後
継
者
が
い
な
い
現
状

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
新
規
参
入　

新
し
く
農
業
を
始
め
る
場
合
、
地
域
に
プ
ロ
と
同
じ
技
術
を
求
め
ら
れ
、

ま
た
設
備
に
多
額
の
資
本
が
必
要
、
生
計
を
立
て
る
ま
で
数
年
か
か
る
現
状
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農業生産法人 株式会社 耕せ・にっぽん
〒059-1941北海道勇払郡安平町追分青葉2丁目76-1

TEL(0145)26-6880  FAX(0145)26-6881

H･P　http://tagayase.com/ 

写真は実際に北海道で農業している卒業生や引きこもりの過去を「ネタ」にして現在は自立している者達です。　　　　最新の報告ＶＴＲはコチラ↑

耕せ・にっぽんに関するお問い合わせは

電   話　0145-26-6880(10 ～ 17 時）　
メール　info@tagayase.com

こ　
　

う　
　

え　
　

ん　
　

た　
　

い

何
の
為
に　

耕
せ
に
っ
ぽ
ん
を…

今
一
度
日
本
を

　
　
　

耕
し
た
く
申
候



0145-26-6881

耕せにっぽん応援団「耕援隊」お申込み用紙

野菜送り先ご住所

お預かりした個人情報は当社が責任をもって厳重に管理いたします。尚個人情報のお取り扱いについてはホームページプライバシーポリシーをご覧下さい。

□く わ 隊員 (年間２回発送　応援費 10,000 円）

□耕運機隊員 (年間４回発送　応援費 30,000 円）

□トラクタ隊員 (年間５回発送　応援費 50,000 円）

「新米農家を応援する」コンセプト上、会員様にお届けする

お野菜や加工品は豊作時はより多く、不作時は最大限努力した

野菜をお届けするもので、あくまでも数量や品質を保障する

ものではありませんので、あらかじめご了解下さい。

しかし災害などにより野菜が全滅し収穫できなかった場合は、

中村文昭がセレクトした全国の「旨いもの」をお届けします。

ご加入前にご了解頂きたい事

お申込みはＦＡＸにて承ります

２０１１年の くわ隊員 発送例 （２回分）

とうもろこし…………10 本

ヤングコーン…………10 本

芋 (きたあかり )…… ３kg

にんじん……………… 1kg

トマト (アイコ )…… 500g

2011 年 8 月 （1 回目） 2011 年 11 月 （2 回目）
玄米（ななつぼし）…３kg

丸ダイコン……………２本

菜種油…………………450g

手作りハスカップジャム……200g

黒豆 (黒千石 )………500g

※あくまでも実例です、内容量や種類を保障するものではありません

耕援隊　大募集

※セット野菜は一部有機認定を受けていないものも含まれる場合があります、お届けの祭はしっかり明記致しますのでご安心下さい

電 話　０１４５-２６-６８８０　
メール　info@tagayase.com

耕援隊に関するお問い合わせは

く わ 隊員 / 年間応援費 10,000 円
(5,000 円相当の農産物を年間 2 回お届けします )

耕運機隊員 / 年間応援費 30,000 円
(7,500 円相当の農産物を年間 4 回お届けします )

トラクタ隊員 / 年間応援費 50,000 円
(10,000 円相当の農産物を年間 5 回お届けします )

認定番号 A10-100101

耕せ・にっぽんは

有機無農薬栽培に

取組んでおります

食の安心・安全にこだわった、無農薬で体にも優しい前向きエネルギーいっぱいの「スイッチ・オン野菜」たち。
耕し隊自らが世話し愛情たっぷりに育てた豚さんたちのお肉を使ったソーセージ等など、感動を詰め込んでお届けします。
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